
COILとは、ICTを用いて、バーチャルに海外の教育機関のクラスと交流学習

を行う活動です。異文化交流として、共修学習の一環として、英語を用いた学
習活動をより活性化する手段としてCOILは有効です。また、英語教育だけでな

く専門教育も含む新たな教育手法に資するツールとしても活用が期待できます。
本シンポジウムでは、COILを単なる社交的な交流に終わらせないために、活
動の計画の仕方、指導の与え方、学生の活動の評価の仕方など、実践で役立
つノウハウをニューヨーク州立大学COIL Centerの所長自らに伝授いただきま
す。また文部科学省による基調講演を予定しております。

シンポジウムのお申込み、詳細については、こちらをご覧ください。
http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/coil/index.html

お問い合わせ：関西大学国際部KUGFチーム
TEL：06-6368-1174（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） FAX：06-6330-3027 kugf@ml.kandai.jp

ICTを活用した国際遠隔交流学習実践

COIL紹介ムービー
https://www.youtube.com/watch?v=yHdJ6IqptWo&feature=youtu.be



2014年12月6日(土） 国際シンポジウム：一般公開
[受付 9：30-10：00 尚文館1階 マルチメディアAV大教室前]

*ご参加には、事前登録が必要となります。

10:00-11:40 開会のご挨拶 関西大学副学長吉田 栄司

講演（タイトル未定） 文部科学省国際企画専門官 佐藤 邦明 氏

11:40-12:40 基調講演 Dr. Jon Rubin（ニューヨーク州立大学COILセンター所長）

「Internationalize your University and Engage the World  
through  Collaborative Online International Learning」

12:40-14:00 昼食/展示等

14:00-15:15 ニューヨーク州立大学と関西大学間のCOIL実践報告
1 SUNY ULSTER校 ― 関西大学
2 SUNY Oswego校 ― 関西大学
3 Glasgow Caledonian University ― 関西大学

15:30-16:45 Session 1: COIL実践のためのLMS（学習管理システム）
朝日ネットインターナショナルとブラックボード社によるプレゼンテーション及び

ディスカッション ※日本語のみ（通訳なし）

Session 2: 教育とテクノロジー（英語）
Dr. Simon Lin (Associate Research Fellow, Institute of Physics, Academia Sinica, 

Taiwan)
Dr. Jong Fong (Director of  Marketing & International Relations, The Emirates
Academy of Hospitality Management)

17:00-17:30閉会のご挨拶
18:00-20:00レセプション

2014年12月7日(日） 国際ワークショップ：ご招待者のみ
[受付 13:00-13:30 新関西大学会館北棟2階 21AB会議室前]

13:30-15:30 ワークショップ Session1 
COIL実践におけるケーススタディ及びCOILコース開発について

15:30-15:45 休憩

15:45-17:45 ワークショップ Session 2
COILコースの開発過程：マイルストーン、開発における挑戦及び
結果

18:00-19:00 閉会及びネットワーキング

http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/coil/index.html


